
早稲田大学インクル―シブ教育学会 総会・記念講演会 
 

2025 年 5 月 17 日 (土) 19:00～20:30  
 

これからの通常学級におけるインクルーシブ教育の方向性 
～スウェーデンから学ぶ～ 

 

 すべての子どもたちにとってよりよい学びの場をどう作っていくか、多様な子どもたちを前

に個別最適のエッセンスをどう入れていくのか、インクルーシブ教育を真剣に考えるとき、こう

した悩みに直面することはありませんか？ 

2025 年度早稲田大学インクルーシブ教育学会総会では、北欧における特別ニーズ教育

のシステムと実践をご専門とする是永かな子先生をお招きします。スウェーデンの教育シス

テムやインクルーシブ教育の現状、さらに、日本の通常学級の実践事例も紹介していただき

ます。一斉指導、画一教材を打破するような学びとは何か、個別最適な学びとは具体的にど

のような活動か、参加者の皆さんと共に考えていきたいと思います。たくさんのご参加を心よ

りお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 日   時 】 2025 年 5 月 17 日 (土) 19:00～20:30  

【 場   所 】 ZOOM によるオンライン研修  

【 参 加 費 】 年会費として : 3000 円（早大生：500 円、 学外生：1000 円） 

＊新規入会の方は入会金 1000 円がかかります 

 

【 申込方法 】 学会 HP 申込フォーム https://forms.gle/UmZvfDAqpf2GwR1WA             ・       

QR コードからお申し込みください  

【 締   切 】 参加申し込み：5月 10 日（土） 

年会費お振込み締め切り：5月 16 日（土） 

【お問い合わせ】 dev-dis-office@list.waseda.jp (インクル学会事務局)  

◼ご所属  高知大学教育研究部人文社会科学系 教育学部門 

◼専門分野 特別支援教育学，特別ニーズ教育，北欧の特別教育制度 

◼研究する理由 

人はみんな「障害」をもつ可能性を有しているから。何かが「出来ない」人を排除 

していく能力主義・競争社会では、いつかは自分も排除されてしまうから。「弱者」 

を極力作り出さない社会のために、差異ある個人がいかに共生していくのかを考え 

たいから。高等教育を受けることが出来た人は、その可能性を奪われた人の分まで 

頑張るべきだと思うから。 

◼主著 石田祥代・是永かな子・眞城知己編著（2021）『インクルーシブな学校をつくる:北欧の研究と 

実践に学びながら』ミネルヴァ書房. 

菊池 省三,是永 かな子(2025)発達障害特性のある子ども 通常学級で成長させる学級担任の 

支援と家庭へのアドバイス,喜楽研. 

 

 

 

講師   是永かな子 氏  

 

 

 

 新規⼊会者⽤フォーム 

https://forms.gle/UmZvfDAqpf2GwR1WA

